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第 3学年算数科学習指導案 

平成 2 3 年 1 1 月 3 0 日（水） 

 

１．単元名   分けた大きさの表し方を考えよう 

 

２．単元の目標  

○分数の意味や表わし方，分数の加法及び減法の意味について理解する。 

関心・意欲・

態度 

・分数を用いると，整数で表せない端数部分の大きさや等分してできる大きさなどを

表すことができるなどのよさに気付き，進んで日常生活に生かそうとする。 

数学的な 

考え方 

・分数は単位量を何等分かした 1個分を単位として，その何個分で表すことを筋道を

立てて考える。 

技能 ・端数部分の大きさや等分してできる部分の大きさなどを分数を用いて表すことがで

きる。 

知識・理解 ・分数の意味や表わし方を理解している。 

 

３．単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教材について 

①前学年・本学年のこれまでの既習事項 

日常生活の中で，ある大きさの半分や 4 つに分けた大きさを表すことについて経験してきてい

る。第 2 学年の「長方形と正方形」の単元で，色紙を 2 等分 4 等分した大きさが半分より多いか

どうか考えることにより単位量を等分し，その 1 こ分の大きさに着目してきた。また，第 3 学年

の「小数」では，単位量に満たないはしたの量を小数を用いて表すことを理解し，はしたの量を

単位量を 10 等分し，それをもとに表すことを学んだ。 

○三角形と四角形 
・色紙を 2 等分すること  

○小数 
・単位量に満たない端数部分
の大きさを小数を用いて表
すこと（小数第一位） 

・小数の加減計算とその筆算 
 

○小数のしくみ 
・小数の意味の拡張 
・小数の加減計算とその筆
算 

○分数 
・単位量に満たない端数部
分の大きさを分数を用
いて表すこと 

・「真分数」「仮分数」「帯
○分数」の意味 
・大きさの等しい分数 
・帯分数を含む同分母分数
の加減計算 

○分数 
・単位量に満たない端数部分
の大きさを分数を用いて表
すこと 

・「分数」「分子」「分母」の意
味 

・「1／10の位」の用語 
・同分母分数の加減計算 

 

○分数 
・1／2，／4 などの簡単な
分数  

2 年 3 年 4 年 
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②本学年での指導内容と留意点 

本単元で扱う分数については，学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元では，任意の単位をつくれる分数を導入する。任意の単位をつくれるということは，分

数のよさである反面，児童にとっては任意につくるために困難に感じる点でもある。そこで，児

童が実際に活動しやすく，視覚的にとらえやすいようにするために，導入素材として長さを扱う。

そこから等分を意識させた後に，分数の理解を図っていきたい。また，ある単位分数の大きさを

もとに，その何こ分として表すことを，既習の小数の学習と関連付けておさえていきたい。 

 

４．指導の工夫  ～楽しく基礎・基本から活用力まで身につけさせるために～ 

（１）教材・問題の工夫 

①自然に考えることになる，考えたくなる問題  意欲をもたせる 

 単位分数を用いて，そのいくつ分かで既習の数を表す学習では，5 等分にした単位量分のテープを

じゃんけんでやりとりすることで，そのテープはつなげれば真分数と仮分数で表せる長さに分かれ

る。児童は，長さを分数で表そうという課題を設定することで，自然に単位分である 1／5m をいく

つ分かですべての長さを表せることに気づかせたい。 

②既習事項を活用できる問題  考えの基になる部分をはっきりさせる 

 明確な根拠を基に考えを進めるようにさせたい。それには本単元のこれまでの学習で学んだ真分

数の表し方を用いることはもちろん，以前に学習した小数の考え方を用いて，0.1 のいくつ分かとと

らえることで 1 という単位量を超える場合も表すことができたという既習事項の活用も引き出して

いきたい。 

（２）学習活動の工夫 

①楽しい操作や作業から生まれる算数的活動  意欲をもたせる 

 じゃんけんをする，さらに勝ったら手元のものが増えていく，たくさん手に入れることを目指す，

という楽しい活動をし，その結果を大切にしながら，それ自体を学習課題に結びつけていく。じゃ

んけんをすることは導入の工夫であり，それ自体は算数的活動とは言えない。しかし，その作業や

活動が課題につながり，児童のはてな？が生まれてくるときにそれは算数的活動であると考えた。 

 

②伝え合う表現活動  多様な考えに触れる 

 2 つに場合分けされた課題を両方とも自力解決することができなかった児童もでると予想される。

そこで，交流したり，発表を受けて集団討議したりすることで，両方の考え方を理解させたい。そ

第 3学年 A 数と計算 

（１） 分数の意味や表わし方について理解できるようにする。 

ア．等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を用いること。また，分

数の表し方について知ること。 

イ．分数は，単位分数の幾つ分化で表せることを知ること。 

ウ．簡単な場合について，分数の加法及び減法の意味について理解し，計算の仕方を考えるこ

と。 
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の相違点を考えたり，関連づけたりすることが，単位分数をもとに数を表現していくことの理解を

深めるのではないかと考えた。 

（３）評価の工夫 

①よい学び方に気づかせる学習感想  学び方について学んでいく 

 学習感想を書かせることで，学んだこと，学び方についてよいとおもったこと，人が努力してい

ることなどに気づかせていきたい。そのためには，授業の間に，よい学び方を紹介し，よい学び方

をしている児童を賞賛する，またそれを見つけている学習感想を紹介することで，よい学び方を学

び，それを感想に書こうという意欲づけにしたい。 
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５．指導計画（10 時間扱い 本時は 3・4・5／10） 

時 目 標 学習活動（・）と指導の留意点（☆） 主な評価規準 

➊ 分けた大きさの表し方【3時間】 少人数学習 

１ ［プロローグ］ 

・p.42 のイラストを提示し，折り紙やテープを等しい大きさに分ける場面を話題として取り上げ，2

年での学習を振り返り，等分したときの大きさの表し方などについての興味・関心を高めるよう
にする。 

・所要時間は 10 分程度 

○1mを 3等分した 1こ分
の大きさを分数で 1／
3m と表すことを理解
する。 

・1m のテープを 3 等分した 1 古墳の
長さの表し方を考える。 

・その長さを 1m の「三分の一」とい
い，「1／3m」と書くことを知る。 

関 1mのテープを 3等分した 1こ
分の長さは，小数では表せない
ことに気づき，分数の表し方を
基に考えようとしている。 

知 1mを 3等分した 1こ分の長さ
を 1m の「三分の一」といい，
「1／3m」と書くことを理解し
ている。 

２ ○分数の大きさは，単位
分数の何こ分で表すこ
とを理解する。 

・1m のテープを 3 等分した 2 こ分の
長さの表し方を考える。 

・その長さを 1m の「三分の二」とい
い，「2／3m」と書くことを知る。 

知 2／3m は，1m を 3 等分した 2

こ分の長さであることを理解
している。 

３
（
本
時
） 

○「分数」「分母」「分子」
の用語の意味を知り，
液量についても，端数
部分の大きさを分数で
表せることを理解す
る。 

・1L を 5 等分した 2 こ分のかさの表
し方を考える。 

・1L を 4 等分した 1 こ分，6 等分し
た 4こ分のかさの表し方を考える。 

・「分数」「分母」「分子」の意味を知
る。 

技 1L を等分し，それを何こか集
めた大きさを，分数を用いて表
すことができる。 

知分数，分母，分子の意味を理解
している。 

➋ 分数の大きさの表し方【3時間】 少人数学習 

４
（
本
時
） 

○単位分数の何こ分とい
う表し方を基に，単位
量を超える大きさも分
数で表せることを理解
する。 

・1／5m の 2 こ分，3 こ分，4 こ分の
長さは何 m か考える。 

・5／5m は 1m と同じ大きさであるこ
とを確認する。 

・1／5m の 6 こ分，7 こ分，…の長さ
は何 m か考える。 

知 5／5 は 1 と等しい大きさであ
ることを理解している。 

知単位量を超える大きさも分数
で表せることを理解している。 

考整数や小数と同じように，単位
の何こ分として分数をとらえ
られることを考え，説明してい
る。 

５
（
本
時
） 

○数直線に表された分数
を読み取り，分数の大
きさの表し方や大小に
ついて理解する。 

・テープ図と対応させながら，4／5m

と 5／5m，7／5m の長さを数直線
に表す。 

・整数や小数と同じように，分数も。
数直線上に表せることを知る。 

技数直線に表された分数の大き
さを読み取ることができる。 

６ 

○分母が 10の分数と 1／
10 の位までの小数の
関係について理解す
る。 

・1／10 を単位とした数直線を基に分
数の大きさや，分数と小数の関係
について考え，1／10＝0.1 である
ことを理解する。 

・小数第一位を「1／10 の位」という
ことを知る。 

知数直線上に表された 1／10 を
単位とした分数について，その
大きさや小数との関係を理解
している。 

➌ 分数のたし算とひき算【3時間】 少人数学習 

７ ○分数の加法及び減法の
計算の仕方について理
解し，それらの計算が
できる。 

・3／10 と 2／10 でたし算ができるか
考える。 

・小数に置き換えてもできることを
確かめ，1／10 の何こ分で考えれば
よいことをまとめる。 

考単位分数の何こ分で考えると，
整数と同じように分数の加減
計算ができることを式や図を
用いて考え，説明したりまとめ
たりしている。 

知分数の加減計算の仕方を理解 ８ ・4／5 と 1／5 でひき算ができるか考 
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  える。 

・前時の学習を生かして，1／5 の何
こ分で考えれば整数と同じように
計算できることをまとめる。 

している。 

９ ○算数的活動を通して，
等分することや，単位
分数の何こ分で大きさ
を表すことの理解を深
める。 

・［やってみよう］分数ものさしを作
って，いろいろなものの長さをは
かる活動に取り組む。 

関学習内容を適切に活用して，活
動に取り組もうとしている。 

考分数は都合に応じて n 等分し
て表すことを考えている。 

➍ まとめ【1～2時間】 少人数学習 

10 ○学習内容の定着を確認
し，理解を確実にする。 

・「しあげのもんだい」に取り組む。 知基本的な学習内容を身につけ
ている。 

11 【発展】巻末 p.113 の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，単元の学習内容を基に，単位
分数についての理解を深める。 
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６－１．本時の指導（第 3 時） 

（１）本時の目標  

○「分数」「分母」「分子」の用語の意味を知り，液量についても，端数部分の大きさを分数で表

せることを理解する。 

（２）本時の評価規準 

   【関心・意欲・態度】 

・液量の端数部分について，既習事項を基に考えようとしている。 

【数学的な考え方】 

・分数は，単位量をいくつかに等分したうちの 1 こ分を単位としていることをとらえ，それをい

くつか集めた大きさについて説明することができる。 

【技能】 

・1L を等分し，それを何こか集めた大きさを，分数を用いて表すことができる。 

（３）展開 

学習活動 T：発問・指示 C：児童の反応例 ○留意点 ・手だて 【評価】 

問 

題 

把 

握 

  

 

C：半分より少ないから 1／3L くらいです。 

C：よくわかりません。 

T：どうすればわかりますか。 

C：めもりがあればわかります。 

T：どんなめもりがあればわかりますか。 

（T はスクリーンに画像を提示する。） 

T：これではどうですか。 

※T は何種類か画像を提示する。 

 

 

 

C：これではわかりません。 

T：どうしてわからないの。 

C：…。 

（C がふさわしくないめもりのわけを説明す
る。） 

 

 

C：これならわかるんじゃないかな。 

C：うん，…5 分の… 

T：では，この図の水のかさは何 L といえばよい
でしょうか。なぜそういえるのかというわけ
も考えましょう。 

 

 

・めもりのついていない 1L ますを
提示し，どうすれば水のかさを
表すことができるのか考えさせ
る。 

指導の工夫（1）－① 
 

 

 

 

 

 

 

 

○ポイントとなることば（めもり，
ぴったり，水の量，等しく。）が
児童から出たら，板書する。 

・児童が正しいめもりを言いたく
なるように，間違っためもりを
いくつも提示し，ポイントとな
ることばをたくさん出させるよ
うにする。 

指導の工夫（1）－① 
指導の工夫（1）－② 

○2／5 のめもりは 1番最後に提示
するようにする。 

自 

力 

解 

決 

水のかさが何 L

であるのか，その
わけも考える。 

ワークシートの図をもとに，何 L といえばいい
のかを考え，なぜそういえるのかのわけをワー
クシートに書き込む。 

 

・間違っためもりの図を黒板に貼
り，なぜ正しくないのかの理由
も明記し，児童が水のかさを 2

／5L であるというわけを書き
やすいようにする。 

・自分の考えを言葉や図で説明で
きるよう，机間指導の際には単
位分数の考え方を確かめ，理由
を明確にしながら説明できるよ
うに声をかける。 

図の水のかさは，何 Lといえばよいでしょうか。 
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発 

表 

・ 

検 

討 

 T：水のかさは何 L といえばよいのでしょうか。 

C：2／5L です。 

T：どうして 2／5L なのですか。 

C：（児童に発表させ，2／5L であることを確認
する。） 

（1L を 5 等分したことを 5 分の・・・と表し，
そのうちの 2 つ分のことをさして 5 分の 2 と
いうことを確認する。） 

※ます一つ分が 1L であること（確認事項） 

・その全体を 1 つとみて，5 つに等分してある
こと。 

・そのうちの 2 つであること。 

・それを 54 分の 2 ということ。 

○単位分数のいくつ分であるかを
根拠に述べているかどうか指導
者が確かめながら説明させる。 

 

 

【関】既習事項を基に考えようと
している。 

【思】液量の端数について，単位
分数のいくつ分として考え
ることができる。 

（ノート・発表） 

問題に取り組む 水のかさは，1 めもりの何こ分で，何 L ですか。 

①          ② 

  

  

 

○めもりを見て，いくつに等分さ
れているのかを確認し，1 めも
りが何 L であるのかを確かめ
る。 

①1／3L の 2 こ分   ②1／7L の 5 こ分 

 

○1／3の 2こ分ということを意識
するように，目盛りの線をはっ
きりと引くように指示する。 

ま
と
め
・
振
り
返
り 

用語の指導 

 

 

 

問題に取り組む。 

 

 

 

学習のまとめ 

用語と，その意味を知る。 

 

 

 

T：1／4,5／8 の分母，分子は，それぞれいくつ
ですか。 

C：1 と 5 が分子で，4 と 8 が分母です。 

 

 

T：分母が 8 というのは，どういうことですか。 

C：1 つのものを 8 つに分けたという意味です。 

C：8 等分したということです。 

T：では分子が 5 というのは，どういうことです
か。 

C：1 つのものを 8 つに分けたうちの 5 こ分とい
うことです。 

C：1 つのものを 8 つに分けたものの 1 つがが 

1／8 で，それが 5 こあるということです。 

T：学習感想を書きましょう。 

 

 

 

 

○用語「分数」「分母」「分子」を
知り，その意味を理解する。 

 

 

・「1 つのもの」について確認する。
1L の場合，1m の場合と例をあ
げて確認する。 

○今日の学習でわかったことにつ
いて，自分の言葉で学習感想を
書かせることによって定着を図
る。 

【思】液量の端数について，単位
分数のいくつ分かと考えて
説明できる。（ノート） 

指導の工夫（3）－① 

（４）板書計画 

 
 
 
 
 
 

1L 

1／3や 2／5のような数を，分数といいます。 
3や 5を分母，1や 2を分子といいます。 

 

１L 
1L 1L 

水のかさは，何 Lといえばよいでしょうか。  

C1 

 

C2 

 

C3 

 

C4 

1／3 や 2／5 のような数を，分数といいます。 

この分数の 3や 5を分母，1や 2を分子といいます。 

 

２…分子 

５…分母 
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６－２．本時の指導（第 4 時） 

（１）本時の目標  

○テープ図に表された分数を読み取り，単位分数の何こ分という表し方を基に単位量を超える大き

さも分数で表せることを理解する。 

（２）本時の評価規準 

   【関心・意欲・態度】 

   ・1m を超えるテープ図の長さを既習事項を基に考えようとしている。 

【数学的な考え方】 

・分数は，単位量をいくつかに等分したうちの１こ分を単位としていることをとらえ，単位量を

超える長さについて説明することができる。 

（３）展開 

学習活動 T：発問・指示 C：児童の反応例 ○留意点 ・手だて 【評価】 

導 
 

入 

分数じゃんけんゲ
ームを行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○1mと 1／5mの関係を確認する。 

・ゲームにすることで興味・関心
を高めるようにするとともに，1

より大きい分数の意味を実感的
に理解し納得できるようにす
る。 

 指導の工夫（1）－① 
 指導の工夫（2）－① 

問 

題 

把 

握 

集めたテープの
長さを考える。 

解決方法に見通
しをもつ。 

 

 

 

 

 

T：どのようにしたら表せそうですか。 

C：1／5mのいくつ分。 

※1～4枚だと今までの考え方で表せる。 

T：5枚だと 1mだ。 

T：5枚より多いときはどう表すといいのかな？ 

C：1mとあと 1／5mのいくつ分 

 

T：自分で課題を選んで，考えましょう。 

C：（1m か 1m を超えるものかのいずれかの課題
を選び，考える。） 

○テープの下に数直線を書き，数
直線上に表示する導入とする。 

 

 

○予想を取り入れて，解決への学
習意欲を高めるよう 

にする。 

○自分のテープの長さが真分数に
なっている児童も，1 や 1 を超
える量の分数での表し方を考え
ることができるようにするため
に，設定された 2 つの課題から
どちらかを自分で選ぶこととす
る。 

問 

題 

解 

決 
ワークシートを
見て長さの表し
方を考える 

5枚： 

C1：1／5mが 5つで 5／5m 

C2：もとの長さ 

C3：1m 

 

6枚以上（7枚以上はここでは考えない。） 

C4：1mとあと 1／5mが 1 つ分で，1mと 1／5m 

C5：1／5m が 5 つで 5／5m で，今度はそれが 6

つ分なんだから，今までと同じように考えて
6／5m 

 

・個人で作業する時間を確保する。 

・（必要に応じて）1 を超えるもの
を表した小数の学習を想起させ
る。 

 指導の工夫（1）－② 
○自分の考えを言葉や図，数直線で
説明できるよう，机間指導の際に
は単位分数の考え方を確かめ，理
由を明確にしながら説明できる
ように声をかける。 

 指導の工夫（1）－② 
【関】既習事項を基に考えようと

している。 

【思】1m や 1m より長い長さの表
し方を，単位分数のいくつ分
として考えることができる。
（ノート・発表） 

ゲームのルール 

①各自 1mの紙テープをもらい，5等分する。 

②1／5mであることを確認し，じゃんけんをし
て勝ったら相手から 1／5m のテープをもら
う。 

集めたテープの長さを分数で表す方法を考えよう。 



9 

 

 

発 

表
・
検 

討 

考えたことを伝
え合う。（交流） 

 

 

 

 

考えたことを発
表し合い，考え方
の同じ部分と違
う部分を見つけ
ていく。（集団討
議） 

 

T：違う課題を選んだ人と話をしてきてくださ
い。 

（考えたことを伝え合う。） 

C：1／5m のテープが 6 本なんだから…。 

 

 

T：どのように考えましたか。発表してください。 

（考え方を発表する。） 

5 枚 

C1：1／5mが 5 つで 5／5m 

C2：もとの長さ 

C3：1m 

 

6 枚 

C4：1m とあと 1／5mが 1 つ分で，1mと 1／5m 

C5：1／5m が 5 つで 5／5m で，今度はそれが 6

つ分なんだから，今までと同じように考えて
6／5m 

 

（考えの中の同じ部分を見つける。） 

T：似ているところや違うところはありませんか。 

C：どの本数の時も，1／5m のいくつ分と考えて
表している。（似ている部分） 

C： 分子と分母と同じだともとの大きさ 

（1m）になる。 

C：1m より長いときは表し方が 2 つある。（違う
部分） 

・互いの考えを比べ，共通点，相違
点を明らかにすることにより，本
時の目標に迫る。 

 指導の工夫（2）－② 
 

 

 

 

○単位分数のいくつ分であるかを
根拠に述べているかどうか指導
者が確かめながら説明をさせ
る。 

○前時に学んだ分子，分母の意味
に合致しているかどうかも確か
めながら説明をさせる。 

○テープ図を使って説明すること
を意識させる。 

 

 

 

○どの場合も 1／5mを単位として
いることを黒板のテープ図で確
認する。 

○前時に学んだ分数の書き表し方
についても再度確認する。 

ま
と
め
・
振
り
返
り 

学習のまとめを
考え本時をふり
返る。 

T：今日の学習のまとめをしましょう。 

 

 

 

 

T：学習感想を書きましょう。 

 

○既習事項と同様に考えるとよい
ことを確認する。 

 

 

 

○今日の学習でわかったことにつ
いて，自分の言葉で学習感想を書
かせることによって定着を図る。 

 指導の工夫（3）－① 
【思】単位量を超える長さを単位

分数のいくつ分かと考えて
説明できる。（ノート） 

（４）板書計画 

 
                               

じゃんけんゲームをしよう。 
 
   
 
 
 
 
 
 

1 と等しいか，1 より大きい数も今までの分数と同じように，分子が 1 の分数の
いくつ分かで表すことができる。 

集めたテープの長さを分数で表す方法を考えよう。 

 

C1 

1 と等しいか，1 より大きい数も今までの分数と同じよう

に，分子が 1 の分数のいくつ分かで表すことができる。 １ ０ 

 

C2 

 

C3 

 

C4 
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６－３．本時の指導（第 4 時） 

（１）本時の目標  

○数直線に表された分数を読み取り，分数の大きさの表し方について理解する。 

（２）本時の評価規準 

   【技能】 

   ・数直線に表された分数を読み取ることができる。 

（３）展開 

学習活動 T：発問・指示 C：児童の反応例 ○留意点 ・手だて 【評価】 

問 

題 

把 

握 

前時の活動をふ
り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の課題を把
握する。 

T：昨日の学習をふりかえります。テープの長さ
を分数で言いましょう。 

C：5 分の 4m です。1m を 5 等分した 1 つ分が 5

分の１m で，それが 4 こあるからです。 

C：5 分の 5m です。1m を 5 等分した 5 こ分の長
さだからです。1m と等しい長さです。 

C：5 分の７m です。1m を 5 等分した 7 こ分の
長さだからです。1m より長い長さです。 

T：自分が集めたテープを隣の人に見せて，長さ
を分数で言ってみましょう。 

 

 

 

 

T：分数も，整数や小数と同じように数直線に表
すことができるでしょうか？ 

 

C：テープ図とならべたら表せそうだ。 

C：数直線の 0 とテープの左端を並べたらいい。 

C：目盛りが 0 と 1 しかついてないけれど… 

1 目盛りの大きさはどうしたらいいだろう。 

C：目盛りは等分してつけるはずだから… 

T：今まで学習したことをつかって，分数を数直線
上に表しましょう。そのように表せるわけも考
えましょう。 

○長さが真分数 m，1m，仮分数 m

の 3 種類のテープを見せ，長さ
を分数で言わせる。また，なぜ
そのように言えるのか，説明さ
せる。 

○ペアで学習をふりかえさせるこ
とによって，一人一人の表現力
を磨かせたり理解の定着を確か
めさせたりする。 

・長さを分数で言えない児童には
ペアの相手がヒントをだしてよ
いこととする。 

【理】n／5m は，1m を 5 等分した
n こ分の長さであること，5

／5m は 1m と等しいことを
理解している。（発言） 

 

○既習の数直線を提示し，1 目盛
りの大きさや，表されている数
の大きさについて確かめる。 

○課題解決の見通しがもてるよう
に，数直線の 0 とテープの左端
を並べて考えることに気付か
せ，テープ図と数直線を対応さ
せたワークシートを配る。 

指導の工夫（1）－② 

自 

力 

解 

決 

自力解決する。 C1：テープ図と対応させて 1m までを 5 等分し
た 1／5m を単位分数として目盛りをつけ，
4／5m，5／5m，7／5m を数直線上に表し
ている。 

 

C2：テープ図と対応させて 1m までを 5 等分し，
目盛りをつけて4／5mを数直線上に表して
いる。 

 

 

 

C3：テープ図と対応させて数直線上に 4／5m， 

5／5m，7／5m を表しているが，1／5m ごとに
目盛りをつけていない。 

 

【C1】単位分数の何こ分という見
方で分数をとらえ，その表し方を
基に，単位量を超える大きさも数
直線上に表すことができている。 

【C2】単位分数の何こ分という見
方で分数をとらえ，真分数を数直
線上に表すことができている。単
位量を超える 5／5m，7／5m を表
すにはどうしたらよいか，考えさ
せる。 

【C3】単位分数の何こ分という見
方や，数直線の目盛りは単位量を
等分してつけることの理解があい
まいである。単位分数の何こ分と
いう見方で分数をとらえられるよ
うに，1m を等分して目盛りをつけ
ることに気付かせる。 

【考】既習事項を基に，分数を数
直線に表すことができる。
（ノート・活動） 

4／5m．5／5m．7／5m を，数直線に表そう。 



11 

 

発 

表 

・ 

検 

討 

発表・検討する。 T：友達がどのようにして数直線に分数を表した
か，自分の考えと比べながらよく聞きましょ
う。 

C：0 と 1 の目盛しかないので，まず１m を 5 等
分した目盛りを付けます。1 目盛りは 1／5m

だから，4／5m は目盛り 4 個分大きいところ
です。 

C：5／5m は１m と同じ大きさでした。だから，
5／5m の目盛りは 1m と同じ所です。 

C：7／5m は 1／5m の 7 こ分だから，1m までと
同じ間隔で目盛りをつけ，７つめのところが
7／5m です。 

T：整数や小数の数直線と似ているところはどこ
ですか？ 

C：右に行くほど，数が大きくなります。 

C：1 つ 1 つの目盛りの大きさは等しくなってい
ます。 

T：違うところはどこですか？ 

C：小数や整数の数直線は，大きな目盛りを 10

等分して小さい目盛りを作っていたけれど，
分数は分母の数で等分して目盛りを作りま
した。 

○自分のワークシートと見比べな
がら聞かせる。 

 

○板書用の数直線に書き込ませた
ものを使って説明させる。 

○単位量を何等分して 1 目盛りが
できているか，1 目盛りの大き
さはどれだけか，そのいくつ分
だからどれだけの大きさを表し
ているのか，を繰り返し確かめ
る。 

指導の工夫（2）－② 

適用問題に取り
組む 

T：数直線に表された分数を読み取りましょう。 

C1：1m を何等分しているか調べ，1 目盛りの大
きさを読み取って，問題を解決している。 

C2：1m を何等分しているか確かめず，1 目盛り
を 1／5m とみて，そのいくつ分かを考えて
いる。 

C3：手つかずで戸惑っている。 

【C1】単位量を何等分した一つ分
が単位分数になっていることを理
解し，数直線上から分数の大きさ
を読み取ることができている。 

【C2C3】単位分数の理解が不十分
であり，数直線上から分数の大き
さを読み取ることができない。数
直線の 0 と 1 の間が何等分されて
いるか確かめさせ，1 目盛りの大
きさを考えさせる。 

【技】数直線に表された分数の大
きさを読み取ることができ
る。（ノート・活動） 

ま
と
め
・
振
り
返
り 

学習を振り返る。 T：今日の学習をまとめましょう。 

 

 

 

 

T：学習感想を書きましょう。 

 

 

 

 

 

○分数の数直線の特徴をおさえ
る。 

指導の工夫（3）－① 

（４）板書計画 

 
  4／5m．5／5m．7／5m を，数直線に表そう。 

 

・分数も数直線に表すことができる。 
・分数の数直線は，１を何等分しているかで 1 目盛りの大きさが決まり，目盛り
何個分で分数の大きさが分かる。 

 

分数を数直線に表すにはどうしたらいいだろう 

・1ｍまでを 5 等分して目盛りをつける。 

・1 目盛りのいくつ分で大きさを表す。 

0 1/5 4/5 1 

5/5 

7/5 

○数直線に表された分数を読み取ろう。 

0 1/6 

2/6 

1 

5/6 

・1 までを 6 等分しているから，1 目盛りは 1/6。 

0 1/8 

6/8 

1 2 

13/8 

・1 までを 8 等分しているから，1 目盛りは 1/8。 

・分数も数直線に表すことができる。 

・分数の数直線は，1 を何等分しているかで 

1 めもりの大きさが決まり，めもり何こ分で 

分数の大きさが分かる。 
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